
ともに
挑戦 と

もに感動 とも
に笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と
想郷 吉備中央町

人口のうごき 町の面積
平成24年７月1日現在

人　口　12,849人（△20）　男　6,212人（△8）
世　帯　 5,480戸（△5）　  女　6,637人（△12）

268.73㎢

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）
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この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

８月は
食品衛生月間です！
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火災・救急
テレホンガイド

交通事故・火災が多発しています。町民一人ひとりが安心・安全な町を目指して、
交通安全・火災予防に努めましょう。

  作り方

食中毒予防の３原則

　上竹支部では、４月17日に行われた町社会福祉協議会主催の「舞地いきいきサロ
ン」に参加しました。
　午前中、高齢者の方が折り紙でクジャクやコマを折って楽しまれている間、私た
ちは各自持ち寄った旬の食材を使ってお弁当を作りました。昼食の後、午後からビ
ンゴゲームをしました。
　一日にぎやかに話をしながら折り紙に取り組んだり、お茶を飲んだり、お菓子を
食べながら皆さんとてもいい笑顔が見られ、次回のいきいきサロンを楽しみに帰路
につかれました。

愛育委員会　活動報告（愛育委員会　上竹支部）

　気温や湿度が高い夏場は食中毒菌が増えやすく、食中毒が発生しやすい時期です。厚生労働省では、
８月を「食品衛生月間」と定め、食品衛生思想・啓発の普及活動を行っています。
　夏を楽しく健康に過ごすため、この時期は特に、食品の安全に注意を向ける必要があります。
　食中毒予防の三原則は、食中毒菌を「付けない、増やさない、やっつける」です。
　食中毒は簡単な予防方法をきちんと守れば予防できます。

食中毒の主な原因菌

●主な原因食品：肉、魚、それら
　　　　　　の加工品
●潜伏期間：12時間から24時間
●主な症状：発熱、頭痛、腹痛、下痢、
　　　　　　嘔吐

サルモネラ菌

●主な原因食品：鶏肉、生卵、
　　　　　　牛乳、水
●潜伏期間：１日から７日
●主な症状：腹痛、下痢
　　　　　　（発熱、嘔吐はまれ）

カンピロバクター

●主な原因食品：調理品、魚介の
　　　　　　加工品
●潜伏期間：８時間から20時間
●主な症状：腹痛、下痢
　　　　 　（発熱、嘔吐はまれ）

ウェルシュ菌

●主な原因食品：米飯の調理品
●潜伏期間：嘔吐型は１時間
　　　　　　から５時間、
　　　　　　下痢型は約12時間
●主な症状：タイプにより下痢、嘔吐

セレウス菌

●主な原因食品：魚（海水中
　　　　　　に菌が生息している）
●潜伏期間：６時間から８時間
●主な症状：激しい腹痛、下痢、嘔吐、
　　　　　　発熱

腸炎ビブリオ

●主な原因食品：調理食品
●潜伏期間：30分から
　　　　　　６時間
●主な症状：頭痛、腹痛、下痢、嘔吐

黄色ブドウ球菌

●主な原因食品：食肉加工品、
　　　　　　缶詰など
●潜伏期間：12時間から36時間
●主な症状：視力低下、体のマヒ、
　　　　　　呼吸困難

ボツリヌス菌

●主な原因食品：汚染された食品
●潜伏期間：７日から10日
●主な症状：激しい頭痛、下痢、血尿

O１５７（腸管出血性大腸菌感染症）
注）冷蔵庫・冷凍庫を過信しないで！
　　冷蔵庫、冷凍庫に何が入っているか、定期的にチ

ェックしましょう。
　　また、扉の開けっ放しや頻繁な開閉、詰め込み過

ぎは冷蔵庫内の温度を上昇させます。

【お問い合わせ先】保健課　地域保健班　☎0866－54－1326

菌を付けない
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【鳴滝森林公園】

主な記事
・P02～特集
　　もし、家族に介護が必要になったら
・P08～まちの話題
・P12～役場からのお知らせ
・P16～インフォメーション　など
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皆
さ
ん
、
家
族
は
い
つ
ま
で
も
健
康
で

元
気
だ
と
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

　

あ
る
日
突
然
、
家
族
が
病
気
や
事
故
な

ど
に
よ
っ
て
、介
護
が
必
要
と
な
っ
た
時
、

何
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
分
か
ら
な

い
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
介
護
は
家
族

だ
け
で
対
処
で
き
る
問
題
で
は
な
く
な

り
、
２
０
０
０
年
に
は
、
介
護
に
か
か
る

負
担
を
社
会
全
体
で
支
え
よ
う
と
、
介
護

保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
利
用
者
の

将
来
的
な
生
活
機
能
の
改
善
や
自
立
を
目

標
と
し
て
お
り
、
吉
備
中
央
町
で
も
、
多

く
の
方
が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
月
号
で
は
、
あ
ら
た
め
て
介
護
保
険

制
度
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

40
歳
以
上
の
国
民
は
介
護
保
険
料
を
毎
月
支
払
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、

次
の
場
合
で
す
。

　

⑴
65
歳
以
上
の
人
で
介
護
が
必
要
と
認
定
さ
れ
た
人

　

⑵�

40
～
64
歳
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
特

定
疾
病
に
よ
り
介
護
が
必
要
と
認
定
さ
れ
た
場
合

　
　

�（
特
定
疾
病
は
老
化
に
伴
う
病
気
…
脳
血
管
疾
患
や

慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
16
疾
病
）

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
は
在
宅
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
サ
ー
ビ

ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
黙
っ
て
い

て
は
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
町

の
福
祉
課
で
「
要
介
護
認
定
」
の
申
請
を
す
る
こ
と
か
ら
始

め
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
後
、
訪
問
調
査
員
が
利
用
者
宅
を
訪
れ
、
本
人
の
心

身
の
状
況
や
日
常
生
活
の
自
立
度
な
ど
の
調
査
を
行
い
、
そ

の
後
、認
定
審
査
会
等
を
経
て
要
介
護
度
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

要
介
護
度
は
、
介
護
に
な
ら
な
い
よ
う
に
予
防
が
必
要
な

「
要
支
援
１
・
２
」、
介
護
が
必
要
な
「
要
介
護
１
～
５
」

（
最
も
軽
い
状
態
が
１
）
と
い
う
７
段
階
に
分
類
さ
れ
、
要

介
護
度
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
自
立
」
と
認
定
さ
れ
る
と
介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
介
護
予
防
に
関
す
る
教
室
等
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ど
う
し
よ
う
か
と
迷
わ
れ
た
と
き
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
や
福
祉
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

【
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
】

　

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
介
護
予

防
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作

成
す
る
ほ
か
、
町
・

医
療
機
関
・
サ
ー
ビ

ス
事
業
提
供
者
な
ど

と
協
力
し
な
が
ら
、

地
域
の
高
齢
者
の
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
対

応
す
る
総
合
的
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

【
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
】

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
利
用
者
の
希
望
や
心
身
の
状
態
に

あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
導
い
て
く
れ
る

サ
ー
ビ
ス
の
窓
口
役
で
す
。 社会福祉士

高齢者の権利擁護に
関する相談 など

主任ケアマネジャー
事業者やケアマネジャー
の指導 など

保健師（または経験のある看護師）
介護予防ケアプランの
作成や介護予防指導 など

どんなスタッフがいるの？

〈ケアマネジャーの役割〉
●�要介護認定の申請代行
●ケアプランの作成
●�介護サービスの事業者との連絡調整
●�サービスの再評価とサービス計画の

練り直しなど

◎要介護認定者数の推移
　推計要介護認定者数� （単位：人）

区　　　分 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
65歳以上人口 4,651 4,649 4,646 4,644 4,642

要介護認定者数 1,161 1,181 1,195 1,208 1,218
要支援１ 255 255 254 253 251
要支援２ 133 131 127 122 117
要介護１ 210 207 202 195 187
要介護２ 149 164 181 200 221
要介護３ 149 157 165 174 182
要介護４ 125 133 140 146 152
要介護５ 140 134 126 118 108

認定率（％） 25.0 25.4％ 25.7％ 26.0％ 26.2％
（注）認定率は、65歳以上人口に対する要介護、要支援の認定を受けた人の割合

●介護保険サービス利用の流れ

本人または家族や代理人が町の福祉課へ

調査員が利用者を訪問し、介護状況について質問して
調査票に記入

調査結果をコンピュータに入力して集計処理

1次判定の結果をもとに、保健・医療・
福祉の専門家が要介護度を決定

要介護度は原則12ヵ月ごとの見直しが必要

認定審査会

申　請

訪問調査

要介護認定

認定結果の
通知

１次判定

２次判定

要介護度・7段階

調査員の
特記事項

主治医の
意見書

要
支
援
１

要
支
援
２

要
介
護
１

要
介
護
２

要
介
護
３

要
介
護
４

要
介
護
５

要支援1・2 要介護1～5

地域包括支援
センターに相談

介護予防
ケアプラン作成

ケアプラン
作成

介護予防サービス
利用開始

介護サービス
利用開始

ケアマネジャーに
相談

Ｑ

Ａ

訪問調査ではどんな心構えが
必要ですか？
利用者の普段の生活や身体の状
況を、ありのまま伝えましょう。

　基本調査では「片足で立っていられるか」
「何かにつかまらないで起き上がれるか」
など、あらかじめ定められた項目にした
がって、調査員が質問をします。普段の様
子などについて、詳しく尋ねられる場合も
ありますので、できるだけ具体的に伝えま
しょう。
　認知症の方などは、気候や時間帯によっ
て状態が違ってくる場合がありますので、
家族が普段の様子をメモし、伝えたいこと
を整理しておくとよいでしょう。

介護保険 Ｑ Ａ＆ も
し
、家
族
に
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
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利用できる主なサービス
要介護１～５の方が利用できる主なサービスは次のとおりです。

サービスの種類 主な内容 自己負担の目安（例）

在
宅
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

施
設
に
通
う

通所介護
デイサービスセンターで、食事・
入浴などの介護や機能訓練が日
帰りで受けられます。

７～９時間未満の利用の場合
690円～1,188円

通所リハビリテー
ション（デイケア）

介護老人保健施設や病院・診療
所で、日帰りの機能訓練などが
受けられます。

６～８時間未満の利用の場合
671円～1,271円

訪
問
サ
ー
ビ
ス

訪問リハビリテー
ション

リハビリ（機能回復訓練）の専
門家が訪問し、リハビリを行い
ます。

１回　305円

居宅療養管理指導

医師、歯科医師、薬剤師、歯科
衛生士などが訪問し、薬の飲み
方、食事など療養上の管理・指
導をします。

同日、同じ建物にサービスを受
ける人がほかにいない場合

350円～550円

訪問看護

看護師などが訪問し、床ずれの
手当や点滴の管理などの医療行
為を行います。

病院・診療所から
30分未満　381円
訪問看護ステーションから
30分未満　472円

生
活
環
境
の
整
備

福祉用具貸与
車いすや手すり、特殊寝台など
福祉用具の貸し出し

かかった費用の１割負担
（月々の利用限度額の範囲内）

特定福祉用具購入
腰掛便座、特殊尿器、入浴補助
用具、簡易浴槽、移動用リフト
のつり具の部分

購入費の１割負担（指定事業者
からの購入で年間10万円まで
が限度）

居宅介護（介護予防）
住宅改修

手すりの取り付けや段差の解
消、和式から洋式への便器の取
り替えなど

改修費の１割負担
（事業費上限20万円）
※要支援の方も利用できます。

短
期
間
の
施
設
宿
泊 

短期入所生活介護
（ショートステイ）

介護老人福祉施設などに短期間
入所して、食事・入浴などの介
護や機能訓練が受けられます。

併設型施設・多床室の場合
１日　682円～959円

短期入所療養介護
（医療型ショートス
テイ）

介護老人保健施設などに短期間
入所して、医療や介護、機能訓
練が受けられます。

介護老人保健施設多床室の場合
１日　826円～1,043円

サービスの種類 主な内容 自己負担の目安（例）

施
設
入
所

生
活
介
護
が
中
心

特別養護老人ホーム
常に介護が必要で、自宅では介
護ができない方が対象の施設で
す。

施設サービス費の１割負担
１カ月あたり（多床室）
約18,900円～約27,210円

が
中
心

リ
ハ
ビ
リ
介
護

介護老人保健施設
病状が安定し、リハビリに重点
をおいた介護が必要な方が対象
の施設です。

施設サービス費の１割負担
１カ月あたり（多床室）
約23,580円～約30,090円

医
療
が
中
心

介護療養型医療施設

急性期の治療が終わり、病状は
安定しているものの、長期間に
わたり療養が必要な方が対象の
施設です。

施設サービス費の１割負担
１カ月あたり（多床室）
約23,370円～約39,270円

※居住費、食費、日常生活費等は別途必要となります。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
に
、
介
護
、
福
祉
、
医
療
さ
ま
ざ
ま
な
面

か
ら
総
合
的
に
支
援
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

介
護
保
険
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
含
め
情
報
提
供
や
関
係
機
関

な
ど
と
の
連
絡
調
整
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
が
必
要
と

な
ら
な
い
よ
う
に
地
域
の
高
齢
者
の
状
態

を
把
握
し
、
元
気
で
生
活
で
き
る
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
も
行
い
ま
す
。

そ
の
人
に
合
っ
た
方
法
で

　

ど
ん
な
生
活
を
送
り
た
い
か
、
希
望
や

目
標
を
よ
く
聞
き
、
そ
の
人
の
持
っ
て
い

る
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
人
に

合
っ
た
プ
ラ
ン
が
作
れ
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
。
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
は
状
態

の
改
善
と
悪
化
の
予
防
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

介
護
負
担
の
軽
減

　

家
族
介
護
が
必
要
に
な
る
と
外
出
の
機

会
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
介
護
す
る
人
、

介
護
さ
れ
る
人
双
方
が
負
担
を
感
じ
る
よ

う
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を

す
る
こ
と
で
、
運
動
量
が
増
え
た
り
、
利
用
者
同
士
の
交
流

で
気
分
転
換
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
介
護
す
る
人
も
、

介
護
か
ら
開
放
さ
れ
る
時
間
で
気
分
転
換
が
図
れ
ま
す
。
ま

た
、
福
祉
用
具
の
活
用
や
住
宅
改
修
な
ど
す
る
こ
と
で
安
全

な
移
動
が
で
き
た
り
介
護
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

長
期
に
在
宅
で
介
護
す
る
た
め
に
は
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に

活
用
し
ま
し
ょ
う
。
介
護
負
担
の
軽
減
が
で
き
る
よ
う
、
私

た
ち
が
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

早
め
の
相
談
で
介
護
予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

吉備中央町地域包括支援センター
ケアマネジャーの皆さん

吉
備
中
央
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
す
！

※居住費、食費、日常生活費等は別途必要となります。

私たちが
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齢
者
の
方
々
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で

　
　

い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送
る
た
め

に
は
、
な
る
べ
く
介
護
が
必
要
に
な
ら
な

い
よ
う
気
を
つ
け
る
こ
と
、す
な
わ
ち「
予

防
」
が
大
切
で
す
。

　

最
近
で
は
、
元
気
で
活
動
的
な
高
齢
者

の
方
々
も
多
く
な
っ
て
お
り
、「
介
護
や

支
援
の
話
な
ど
、
自
分
に
は
ま
だ
関
係
な

い
」
と
思
わ
れ
て
い
る
方
も
多
い
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
介

護
が
必
要
と
な
る
方
だ
け
で
な
く
、
家
事

や
身
の
回
り
の
支
度
な
ど
を
自
分
だ
け
で

行
う
の
が
難
し
く
な
り
、
日
常
生
活
の
中

で
支
援
を
必
要
と
す
る
方
も
増
え
て
い
ま

す
。

　

年
齢
と
と
も
に
体
の
機
能
は
低
下
し
て

い
き
ま
す
が
、
年
の
せ
い
だ
か
ら
と
あ
き

ら
め
て
、
日
ご
ろ
行
っ
て
い
た
活
動
や
外

出
を
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
筋
力
が

衰
え
た
り
関
節
が
固
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
同
時
に
食
欲
が
減
り
、体
力
が
落
ち
、

気
力
や
意
欲
が
わ
か
な
く
な
っ
て
、
負
の

連
鎖
に
陥
り
、
支
援
や
介
護
が
必
要
な
状

態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

町
や
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
、「
介

護
予
防
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

然
の
手
術
、
そ
し
て
入
院
。
平
成
22

　
　

年
８
月
、
平
松
宏
司
さ
ん
は
、
歩
行

に
違
和
感
を
感
じ
た
た
め
、
病
院
を
受
診

さ
れ
ま
し
た
。
検
査
後
、
脊
髄
の
病
気
と

診
断
さ
れ
、
担
当
医
か
ら
「
こ
の
ま
ま
手

術
を
し
な
い
と
、歩
行
困
難
に
な
り
ま
す
。

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
、
家
族
と
も
ど
も

倒
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
言
わ
れ
、
手
術

を
決
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
宏
司
さ
ん
の
手
術
は
無
事
成

功
し
、
病
院
で
歩
行
訓
練
な
ど
の
リ
ハ
ビ

リ
を
行
い
ま
し
た
。
最
初
は
思
う
よ
う
に

リ
ハ
ビ
リ
も
進
ま
ず
、
足
元
が
不
安
定
な

状
態
で
の
退
院
と
な
り
、
妻
の
篤
惠
さ
ん

は
そ
の
時
、
と
て
も
不
安
だ
っ
た
そ
う
で

す
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
全
く
ご
存
知
な

か
っ
た
平
松
さ
ん
ご
夫
婦
は
、
知
人
の
紹

介
で
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
知
り
、

職
員
に
相
談
。
介
護
認
定
の
申
請
や
住
宅

改
修
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
職
員
か
ら
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
帰
り
の
機
能
訓
練

を
受
け
ら
れ
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
施
設
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
外
出

と
運
動
を
兼
ね
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
に
は
、

本
当
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
介
護
す
る
私

も
気
持
ち
が
ど
ん
底
に
落
ち
て
い
ま
し
た

が
、
力
づ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
サ
ー

ビ
ス
が
な
か
っ
た
ら
私
も
倒
れ
て
い
た
と

思
い
ま
す
」
と
篤
惠
さ
ん
。
自
宅
で
の
リ

ハ
ビ
リ
と
日
帰
り
の
機
能
訓
練
を
頑
張
っ

た
か
い
が
あ
り
、
要
介
護
か
ら
要
支
援
ま

で
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
宏
司
さ
ん
は
転
倒
に
気
を
付
け

な
が
ら
、
庭
の
掃
除
や
身
の
周
り
の
こ
と

な
ど
を
さ
れ
、
週
３
日
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
通
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
朝
早
く
目
が
覚
め
る
か
ら
、
リ
ハ
ビ

リ
を
兼
ね
て
簡
単
な
体
操
を
毎
日
し
て
い

ま
す
」と
笑
顔
で
話
さ
れ
た
宏
司
さ
ん
は
、

週
２
回
大
好
き
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

高

突 介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
た

平ひ
ら

松ま
つ

宏ひ
ろ

司し

さ
ん
、篤あ
つ

惠え

さ
ん

ご
夫
婦
（
黒
土
）
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

基本
理念

安心して心豊かに
暮らせる地域社会
を 目 指 し ま す

高齢者がいきいきと暮らせるま
ちづくり（介護予防の推進）
○介護予防の啓発、実践指導
○検診の受診促進、生活習慣の
　指導

住み慣れた地域で安心して暮ら
せるまちづくり
（介護サービスの基盤整備）
○高齢者の自立した生活の確保
　を支援
○家族介護者の負担軽減

お互いが支えあい、思いやりの
あふれるまちづくり
（地域包括ケアの体制整備）
○高齢者のさまざまな生活支援
○見守り活動の推進

質の高いサービスが確保される
まちづくり
（介護サービスの質の向上）
○事業者間での情報交換
○介護サービス等の情報提供

【お問い合わせ先】福祉課　介護支援班　　　　　　　☎0866－54－1317
　　　　　　　　　吉備中央町地域包括支援センター　☎0866－54－1320

基本目
標１

基本目
標３

基本目
標２

基本目
標４

「高齢者が安心して暮らせるまち」を目指して

第５期老人福祉計画・介護保険事業計画を策定
　平成24年度から平成26年度までの３年間における、老人福祉計画・介護保険事業計画を策定しました。
　老人福祉計画は、全ての高齢者を対象に、福祉サービスをはじめ、生きがいづくり、まちづくりなど
の施策と、健康を保つための保健施策について定めています。
　介護保険事業計画は、介護予防施策の充実と施設の整備などについて定め、また、介護サービス利用
の見込み量を推計し、この計画による事業費総額をもとに、65歳以上の皆さん（第１号被保険者）に負
担していただく介護保険料を定めています。
　高齢者の皆さんが、人としての尊厳を保ち、住み慣れた家庭や地域で、その人らしく安心して暮らせ
るまちづくりを目指しています。

　
　

護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
高
齢
者

　
　

が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
を

目
指
す
と
と
も
に
、
い
つ
ま
で
も
自
立
し
た
生
活
を

送
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
介
護
保
険
制
度
を
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
た
町
民
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

制
度
に
つ
い
て
の
理
解
や
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を

効
果
的
に
利
用
す
る
た
め
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

介

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
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６
月
３
日
、
か
よ
う

総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に

お
い
て
、
体
育
協
会
主

催
に
よ
る
第
６
回
吉
備

中
央
町
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
運
動
日
和

の
中
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

４
チ
ー
ム
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
４
チ
ー
ム
が
参

　

５
月
30
日
、
岡
山
衛
生
会
館
で
行
わ
れ
た
岡
山
県
愛
育
委

員
連
合
会
総
会
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が
多
年
に
わ
た
る
愛

育
委
員
活
動
の
功
労
に
対
し
て
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

５
月
29
日
、
メ
ル
パ
ル
ク
岡
山
に
お
い
て
、
岡
山
県
土
木

協
会
表
彰
状
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
道
路
、
河
川
、
砂
防
に
関
し
て
、
長
年
に

わ
た
り
地
域
の
環
境
保
全
、
活
性
化
等
に
功
績
の
あ
っ
た
個

人
ま
た
は
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
吉
備
中
央
町
か
ら
は

加
茂
川
中
学
校
（
加
茂
市
場
）、
河
内
田
花
の
会
（
吉
川
）

の
２
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

加
茂
川
中
学
校
は
、
平
成
13
年
よ
り
全
校
生
徒
が
県
道
等

の
周
辺
の
ゴ
ミ
を
拾
う
な
ど
、
清
掃
美
化
活
動
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

河
内
田
花
の
会
は
、
平
成
６
年
よ
り
県
道
等
の
清
掃
美
化

活
動
を
行
い
、
現
在
は
、
吉
備
高
原
都
市
玄
関
口
の
花
い
っ

ぱ
い
運
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

岡
山
県
土
木
協
会
表
彰
を
受
賞

岡
山
県
保
健
福
祉
部
長
表
彰
を
受
賞

　

５
月
20
日
、
高
梁
市
落
合
町
近
似
の
き
き
ょ
う
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
高
梁
市
と
吉
備
中
央
町
の
小
学
校
が
参
加
す
る
高
梁
市

小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
２
０
１
２
が
社
団
法
人
高
梁
青

年
会
議
所
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
青
少
年
健
全
育
成
と
児
童
の
相
互
交
流
を

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、吉
備
中
央
町
か
ら
上
竹
荘
・

下
竹
荘
・
大
和
小
学
校
の
３
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
実
力
が
同
レ
ベ
ル
に
な
る
よ
う
、
学
校
の
規
模

や
前
年
度
結
果
等
を
考
慮
し
て
分
け
ら
れ
た
Ｔ
、
Ｋ
、
Ｈ
、

Ｓ
の
４
つ
の
リ
ー
グ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
制
で
行
わ
れ
、
吉
備
中

央
町
か
ら
は
Ｋ
リ
ー
グ
に
下
竹
荘
小
学
校
と
大
和
小
学
校
、

Ｈ
リ
ー
グ
に
上
竹
荘
小
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
、
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

結
果
、
大
和
小
学
校
が
Ｋ
リ
ー
グ
準
優
勝
、
上
竹
荘
小
学

校
が
Ｈ
リ
ー
グ
優
勝
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

久ひ
さ

成な
り

美よ
し

子こ

さ
ん
（
上

加
茂
）
が
社
団
法
人
岡

山
県
青
少
年
育
成
県
民

会
議
の
「
中
村
賞
」
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
同
会
議

が
毎
年
、
県
下
の
青
少

年
健
全
育
成
に
つ
い
て

模
範
と
な
る
個
人
や
団

体
を
顕
彰
し
て
い
る
も
の
で
、
昭
和
56
年
９
月
、
当
時
の
県

民
会
議
会
長
の
中な

か

村む
ら

健つ
よ
し

氏
が
公
安
・
青
少
年
健
全
育
成
・
更

生
保
護
活
動
な
ど
、
本
県
社
会
福
祉
の
功
績
に
よ
り
三
木
記

念
賞
を
受
賞
さ
れ
、
そ
の
報
奨
金
を
“
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
”
と
い
う
思
い
か
ら
県
民
会
議
に
寄
付
さ
れ
た
こ
と
を
契

機
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

久
成
さ
ん
は
、
津
賀
小
学
校
で
10
年
以
上
に
わ
た
り
、
野

菜
づ
く
り
や
昔
遊
び
の
伝
承
な
ど
の
学
習
支
援
活
動
を
続
け

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
同
校
の
評
議
員
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
の
指
導
員
と
し
て
地
域
の
青
少
年
の
健
全
育
成
に

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
た
び

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
久
成
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
に
元

加
茂
川
有
害
獣
利
用
促
進
協
議
会

「
夢
づ
く
り
推
進
大
賞
」を
受
賞

第
６
回
吉
備
中
央
町

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル・バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

５
月
24
日
、「
お
か
や
ま
夢
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
の
実
現
に

つ
な
が
る
先
駆
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
団
体
を
た
た
え
る

本
年
度
の
「
夢
づ
く
り
推
進
大
賞
」
の
表
彰
式
が
岡
山
県
庁

で
行
わ
れ
、本
町
か
ら
加
茂
川
有
害
獣
利
用
促
進
協
議
会（
代

表　

三み

谷た
に

健け
ん

さ
ん
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
平
成
22
年
11
月
に
農
作
物
被
害
防
止
の
た

め
に
捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
を
加
工
す
る
た
め
の
加
工
処
理

「
中
村
賞
」を
受
賞

高
梁
市
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

�

大
会
に
出
場

【大和小学校】

【上竹荘小学校】

気
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を

祈
り
な
が
ら
、

私
に
で
き
る
こ

と
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

施
設
を
整
備
。
加
工
肉
を

食
肉
と
し
て
流
通
す
る
体

制
を
作
り
、
昨
年
度
は
県

民
局
か
ら
贈
ら
れ
る
「
夢

づ
く
り
推
進
賞
」
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
平
成
23
年

度
に
は
、
岡
山
フ
ラ
ン
ス

料
理
研
究
会
と
備
前
県
民

局
と
の
協
働
に
よ
り
、
イ

ノ
シ
シ
肉
を
活
用
し
た
ジ

ビ
エ
（
狩
猟
肉
）
料
理
の

試
食
会
の
開
催
や
フ
ラ
ン

ス
料
理
店
で
の
メ
ニ
ュ
ー

化
を
推
進
。
ま
た
、
廃
棄

さ
れ
て
い
た
皮
を
活
用
し

た
名
刺
入
れ
な
ど
の
試
作

品
づ
く
り
、
ド
ッ
グ
フ
ー

ド
と
し
て
の
商
品
化
な
ど

に
も
取
り
組
ま
れ
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
、
こ
の
た
び

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

左：杉
すぎ

山
やま

弘
ひろ

子
こ

さん（神瀬）　 　　右：安
やす

井
い

宣
のぶ

江
え

さん（広面）
（愛育委員従事年数  通算21年）（愛育委員従事年数  通算17年）

加茂川中学校（加茂市場）

河内田花の会（吉川）

加
。

　

ど
の
チ
ー
ム
も
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
選
手

の
皆
さ
ん
は
楽
し
そ
う
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。●ソフトボール

　優　勝：ドリフターズ
　準優勝：寄せ集め
　３　位：北の国から来ました
●バレーボール
　優　勝：上竹ＵＢ’Ｓ
　準優勝：御北チーム
　３　位：Ｋ・Ｂ・Ｃ
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「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」

�

公
開
録
音
で
吉
備
中
央
町
を
自
慢

　

６
月
５
日
、
岡
山
北
警
察

署
と
吉
備
中
央
町
が
「
大
規

模
災
害
時
等
に
お
け
る
吉
備

中
央
町
役
場
施
設
の
使
用
に

関
す
る
協
定
」
の
調
印
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
協
定
締
結

は
、
岡
山
北
警
察
署
の
森も

り

下し
た

邦く
に

彦ひ
こ

署
長
と
重
森
町
長
と
の

協
議
の
な
か
で
、
住
民
の
安

全
・
安
心
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
強
い
想
い
が
一
致
し
た
こ
と
か
ら
実
現

し
ま
し
た
。

　

協
定
内
容
は
、
吉
備
中
央
町
で
大
規
模
な
自
然
災
害
や
火

災
・
爆
発
な
ど
が
発
生
も
し
く
は
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合

に
、
役
場
施
設
を
使
用
し
て
同
署
の
災
害
警
備
本
部
を
臨
時

に
開
設
し
、
本
町
と
連
携
し
て
被
災
情
報
の
早
期
収
集
、
把

　

６
月
10
日
、
竹
谷
公
園
（
豊
野
）
で
、
楽
し
く
や
ろ
う
会

主
催
（
ゆ
め
か
よ
う
ま
ち
づ
く
り
連
絡
会
後
援
）
の
「
第
21

回
釣
り
＆
つ
か
み
取
り
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
訪
れ

た
家
族
連
れ
や
釣
り
愛
好
者
な
ど
約
２
０
０
名
が
、
自
然
に

囲
ま
れ
な
が
ら
魚
釣
り
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
公
園
内
の
川
や
堀
に
約
６
０
０
匹
の
マ
ス
が
放

流
さ
れ
、
魚
釣
り
で
は
、
イ
ク
ラ
や
ミ
ミ
ズ
な
ど
を
エ
サ
に

釣
れ
そ
う
な
ポ
イ
ン
ト
を
狙
っ
て
竿
を
構
え
た
参
加
者
が

次
々
と
マ
ス
を
釣
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
魚
の
つ
か
み
取
り

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
素
早
く
逃
げ

る
マ
ス
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。
会
場
内
で
は
、
マ
ス
の

塩
焼
き
な
ど
の
模
擬
店
も
用
意
さ
れ
、
竹
谷
公
園
に
に
ぎ
や

か
な
声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
開
催

　

６
月
12
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
吉
備
中
央
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
や
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
役
員
、
女

性
委
員
な
ど
約
50
名
が
出
席
。
松ま

つ

井い

正ま
さ

壽と
し

副
会
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
等
に
貢
献
さ
れ
た
２
団
体

と
10
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
今
年
度
の
事
業
計

画
や
予
算
に
つ
い
て
協
議
、
承
認
。
そ
の
後
、
岡
山
健
康
と

生
き
が
い
づ
く
り
研
究
所　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

能の

瀬せ

貴き

美み

子こ

先
生
に
よ
る
「
明
日
の
健
康
に
向
か
っ
て
」
と
題
す
る
講
演

が
行
わ
れ
、「
い
き
い
き
と
生
き
る
に
は
、
体
の
健
康
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
心
の
健
康
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

「�
大
規
模
災
害
時
等
に
お
け
る
吉

備
中
央
町
役
場
施
設
の
使
用
に

関
す
る
協
定
」を
締
結

釣
り
と
魚
の
つ
か
み
取
り
を
楽
し
む

握
や
被
災
者
の
救
出
な
ど

災
害
対
策
を
迅
速
に
行
う

も
の
で
す
。

　

自
治
体
の
施
設
内
に
所

轄
署
の
災
害
警
備
本
部
を

設
置
し
、
相
互
の
連
携
に

よ
り
災
害
対
策
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
た
協
定
を

結
ぶ
の
は
県
内
で
初
め
て

と
な
り
、
今
後
協
定
に
基

づ
い
た
訓
練
も
行
う
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

体
力
テ
ス
ト
で
体
力
年
齢
を
確
認
！

　

６
月
16
日
、
か
も
が

わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

で
、
吉
備
中
央
町
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
絡

協
議
会
に
よ
る
体
力
テ

ス
ト
が
実
施
さ
れ
、
14

歳
か
ら
73
歳
の
男
女
約

30
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
体
力
テ
ス
ト

は
、
握
力
、
上
体
お
こ

し
、
長
座
体
前
屈
と
併

せ
て
65
歳
ま
で
が
反
復
横
飛
び
、
立
ち
幅
飛
び
、
20
ｍ
シ
ャ

ト
ル
ラ
ン
（
往
復
持
久
走
）、
65
歳
以
上
79
歳
以
下
が
片
足

立
ち
、
10
ｍ
障
害
物
歩
行
、
６
分
間
歩
行
の
そ
れ
ぞ
れ
６
項

目
を
実
施
し
て
体
力
年
齢
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の

体
力
づ
く
り
や
、
健
康
増
進
の
参
考
に
し
て
も
ら
う
も
の
で

す
。

　

各
テ
ス
ト
を
行

う
中
で
、
参
加
者

か
ら
「
久
し
ぶ
り

の
体
力
テ
ス
ト
で

ち
ょ
っ
と
え
ら

か
っ
た
が
、
思
っ

た
よ
り
良
く
で
き

た
」
と
い
っ
た
声

も
聞
こ
え
て
い
ま

し
た
。

　

６
月
15
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
放
送
の
ラ
ジ
オ
番
組
「
ふ
る
さ

と
自
慢
う
た
自
慢
」
の
公
開
録
音
が
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う

総
合
会
館
で
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
観
客
約
８
０
０

人
が
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」
で
は
、
ゲ
ス
ト

の
堀ほ

り

内う
ち

孝た
か

雄お

さ
ん
と
伍ご

代だ
い

夏な
つ

子こ

さ
ん
を
そ
れ
ぞ
れ
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
地
元
出
演
者
が
男
女
対
抗
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
や
加
茂
大
祭
な
ど
の
ふ
る
さ
と
自
慢
と
得
意
の

歌
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
「
ふ
る
さ
と
自
慢
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
は
、
堀
内

孝
雄
さ
ん
と
伍
代
夏
子
さ
ん
の
ヒ
ッ
ト
曲
や
新
曲
を
披
露
す

る
華
や
か
な
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
観
客
は
お
二
人
の
生

の
歌
声
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー

　

楢な
ら

﨑さ
き

優ま
さ
る

さ
ん
（
上
田
西
）

鈴
すず

木
き

繁
しげ

秋
あき

さん（豊岡上） 貝
かい

原
はら

志
し

津
ず

子
こ

さん（宮地）

廣
ひろ

石
いし

智
とも

子
こ

さん（上田西）

伊
い

賀
が

信
のぶ

男
お

さん（下加茂）

難
なん

波
ば

順
じゅん

子
こ

さん（吉川）▲審査員として
山
やま

本
もと

耕
こう

平
へい

さん（黒土：左）
大
おお

槻
つき

幸
さち

子
こ

さん（北：中央）

第２部のクイズで登場された

▲

河
かわ

内
うち

留
る

美
み

子
こ

さん（吉川）

今
回
録
音
さ
れ
た
番
組
の
放
送
予
定
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１

　
第
１
部
が
８
月
25
日
（
土
）
午
後
４
時
５
分
～

　
第
２
部
が
９
月
１
日
（
土
）
午
後
４
時
５
分
～

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
時
間
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

大
変
楽
し
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
聴
き
く

だ
さ
い
。

みなさんは何を
自慢されたので
しょうか？
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お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

私
た
ち
の
ま
ち
の
将
来
の
た
め
に

８
月
の
行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

年
金
相
談
会

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相

談
）
を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 ８月24日（金）午前９時～正午

会場 豊野公民館 井原コミュニティ
センター

相談
行政相談
人権相談
福祉相談

行政相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎0866-54-1316
　社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎0867-34-1522

　

日
時　

平
成
24
年
８
月
２
日
㈭

�

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

吉
備
高
原
総
合
調
整
事
務
所

　

内
容　

�

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

「
困
っ
た
な
」と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
相
談
を
! !

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談
に
つ
い
て

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※�

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
当
日
受
付
可
）

日
　
　
時

会
　
　
場

８
月
７
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

８
月
21
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相

談
室

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

使
用
済
み
家
庭
用
蛍
光
管
を
回
収
し
ま
す
！

家
庭
用
合
併
浄
化
槽
の

�

設
置
補
助
金
に
つ
い
て

　

家
庭
で
使
用
し
た
蛍
光
管
を
、
リ
サ
イ
ク

ル
資
源
と
し
て
回
収
し
ま
す
。

消
費
生
活
相
談
会

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

吉
備
中
央
町

町
長
・
町
議
会
議
員

�
一
般
選
挙
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
吉
備
中
央
町
の
町
長
及

び
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
、
９
月
25
日
㈫

告
示
、
９
月
30
日
㈰
投
票
の
日
程
で
行
わ
れ

ま
す
。

　

こ
の
選
挙
で
は
、
年
齢
が
満
20
歳
以
上
の

日
本
国
民
の
方
で
、
町
内
へ
引
き
続
き
３
カ

月
以
上
住
所
を
有
す
る
皆
さ
ん
が
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

吉
備
中
央
町
の

将
来
を
託
す
大
変

重
要
な
選
挙
で

す
。
皆
さ
ん
そ

ろ
っ
て
投
票
し
ま

し
ょ
う
。

�

吉
備
中
央
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

�

吉
備
中
央
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

　

次
回
の
回
収
は
12
月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

生
活
環
境
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　

回
収
コ
ン
テ
ナ
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
使

用
済
み
家
庭
用
蛍
光
管
の
回
収
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
蛍
光
管
は
、
家
庭
で
使
用
し

た
直
管
形
・
丸
形
・
電
球
形
の
蛍
光
管
で
、

事
業
所
で
使
用
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
回
収

で
き
ま
せ
ん
。
外
箱
か
ら
出
し
て
割
れ
な
い

よ
う
に
、
回
収
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
ひ
び
が
入
っ
て
い
た
り
、
割
れ

た
蛍
光
管
に
つ
い
て
は
、『
燃
や
せ
な
い
ご

み
』に
な
り
ま
す
の
で
、『
燃
や
せ
な
い
ご
み
』

の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
回
収
期
間　
８
月
１
日
㈬
～
８
月
31
日
㈮
ま
で

○
回
収
場
所　

上
竹
荘
公
民
館
、
納
地
公
民

館
、
豊
野
公
民
館
、
下
竹
荘
公
民
館
、
吉
川
公

民
館
、
大
和
公
民
館
、
加
茂
川
庁
舎
、
か
も
が

わ
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、長
田
地
区
農
村
公
園
、

豊
岡
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、
旧
農
協
新
山
支
所

○
対
象
蛍
光
管　

直
管
形
・
丸
形
・
電
球
形

の
蛍
光
管
（
白
熱
電
球
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
蛍
光
管
は

回
収
で
き
ま
せ
ん
）

※丸形・電球形用コンテナ

※直管形用コンテナ

　

募
集
し
ま
す

　

８
月
末
が
期
限
で
す

　

ご
注
意
く
だ
さ
い

文
化
功
労
、
善
行
な
ど
の

�

表
彰
者
を
推
薦
く
だ
さ
い

夢
の
あ
る
町
定
住
奨
励
金

住
宅
取
得
奨
励
金
の
申
請
は

８
月
末
ま
で
で
す
。

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
現
況
届
を
お
忘

れ
な
く
！

　

吉
備
中
央
町
で
は
、
町
の
自
治
、
経
済
、

社
会
、
文
化
そ
の
他
各
般
に
わ
た
り
町
の
発

展
に
寄
与
し
、
町
民
の
福
祉
増
進
に
功
績
の

あ
っ
た
者
お
よ
び
徳
行
が
町
民
の
模
範
と
認

め
ら
れ
る
者
を
広
く
表
彰
す
る
「
吉
備
中
央

町
表
彰
規
則
」
を
定
め
ま
し
た
。

　

表
彰
は
、
有
功
表
彰
、
善
行
表
彰
、
栄
誉

表
彰
お
よ
び
記
念
表
彰
が
あ
り
、
年
に
1
回

町
長
が
表
彰
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
周
り
で
、「
○
○
○
の
素
晴
ら

し
い
活
動
を
長
年
し
て
い
る
」
な
ど
、
表
彰

に
ふ
さ
わ
し
い
方
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

表
彰
対
象
：�

町
内
に
在
住
し
て
い
る
個
人
ま

た
は
事
務
所
を
持
つ
法
人
、
団

体
等

推
薦
手
続
：�

推
薦
書
を
総
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
：
平
成
24
年
８
月
10
日
㈮

表　
　

彰
：
10
月
初
旬
（
吉
備
中
央
町
褒
賞

　
　
　
　
　

�

お
よ
び
表
彰
等
検
討
委
員
会
に

お
い
て
審
査
し
表
彰
者
を
決
定

し
ま
す
）

　

推
薦
書
の
様
式
が
必
要
な
方
や
ご
質
問
、

ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
総
務
課
行
政
班
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

総
務
課　

行
政
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
３

　

こ
の
奨
励
金
は
、
吉
備
中
央
町
へ
の
定
住

を
目
的
に
住
宅
を
取
得
さ
れ
た
方
を
対
象
に

交
付
す
る
制
度
で
、
本
年
度
の
交
付
申
請
期

限
が
８
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
交
付

対
象
と
な
る
要
件
等
詳
し
く
は
、
広
報
き
び

ち
ゅ
う
お
う
５
月
号
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

協
働
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

協
働
推
進
課　

地
域
振
興
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
０
１

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

受
給
資
格
の
あ
る
方
は
、
必
ず
８
月
１
日
現

在
の
現
況
届
を
役
場
に
提
出
し
て
く
だ
さ�

い
。

　

こ
の
現
況
届
は
、
引
き
続
き
手
当
を
受
け

る
資
格
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
手
当
の
額
を
決
定
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
現
在
、
手
当
を
受
け
て
い
る
い
な
い
に

関
わ
ら
ず
、
受
給
資
格
の
あ
る
方
全
員
が
対

象
で
す
。
も
し
、
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い

場
合
は
、
８
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
、
２
年
以
上
提
出
さ
れ
な
い
と
受
給

資
格
そ
の
も
の
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

児童扶養手当特別児童扶養手当
●提出期間　８月１日～８月31日まで

区　分 手当月額
全 部 支 給 41,430円
一 部 支 給 41,420円～9,780円
第２子加算 5,000円
第３子以降加算 １人につき3,000円

●提出期間　８月11日～８月31日まで
種　類 手当月額（児童１人）

１　　級 50,400円

２　　級 33,570円

【お問い合わせ先】
　保健課　子育て支援班　☎0866－54－1326

【お問い合わせ先】
　福祉課　障害福祉班　☎0866－54－1317

　

申
請
は
お
早
め
に

　

合
併
浄
化
槽
は
ト
イ
レ
の
ほ
か
、
台
所
・

洗
濯
・
風
呂
な
ど
家
庭
か
ら
出
る
生
活
雑
排

水
を
処
理
し
、
川
の
水
質
汚
濁
防
止
に
大
き

な
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
町
で
は
合
併
浄
化

槽
の
設
置
促
進
を
図
る
た
め
、
設
置
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
を
希

望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
申
請
を
早
め
に
お
願

い
し
ま
す
。

◎
補
助
対
象
と
な
る
地
域

　

公
共
下
水
道
計
画
区
域
お
よ
び
農
業
集
落

排
水
事
業
区
域
を
除
い
た
町
内
全
域

◎
補
助
金
の
額

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

水
道
課　

下
水
道
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

７
１
３
４

人数区分 補助限度額

５人槽 332,000円

６人槽および７人槽 414,000円

８人槽から10人槽 548,000円

11人槽から50人槽 939,000円
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団体名 Kayo Jr. BBC（カヨウジュニアベースボールクラブ）
●活動内容／学童軟式野球、デイキャンプなど ●練習日／毎週　土曜日　13：00～ 17：00
●主な練習場所／かよう総合スポーツ公園　グラウンド
平成24年度　
第26回高梁市長旗学童軟式野球大会優勝
第37回岡山県学童軟式野球選手権大会兼高円宮賜杯第32回全日本学童軟式野球大会
　マクドナルド・トーナメント　ベスト８（初出場）
第２回坂本龍馬旗争奪西日本小学生野球大会　出場決定（高知県高知市春野運動公園：7/27～7/31）
第19回西日本学童大会軟式野球大会　出場決定（大阪府大阪市舞洲ベースボールスタジアム：8/24～8/26）
団員募集中！　吉備中央町内の小学１年生以上で男女問いません。
年会費　12,000円

☎0866－54－0866（代表  山本）
元気いっぱいで野球が大好き、野球をやってみ
たい仲間を募集しています。女の子も大歓迎。
野球大好き少年少女、いっしょに野球をプレイ
しよう！今年は、念願のマクドナルド・トーナ
メント初出場を果たしました。これから、県外
の大きな大会にも出場しますので、応援をよろ
しくお願いします。

会員募集に関するお問い合わせ先

募集内容

活動実績

活動内容

　町内でスポーツや文化活動、地域づくりに取り組
んでいる団体・グループを紹介します。
　ご希望の団体等からのたくさんのご応募をお待ち
しております。（企画課公聴広報班）

クラブホームページ　http://www.ikz.jp/hp/kayojr/

～話そう、働こう、育てよう。いっしょに。～
　 男女共同参画「川柳・絵手紙・フォト」コンテスト作品募集

　吉備中央町では、男性も女性も個性と能力を十分発揮できる「誰もが輝く社会の実現」に向け、
町民の皆さんの意識の高揚を図ることを目的に、川柳と絵手紙と写真を募集いたします。
◆川 柳 部 門…小学生の部、学生の部（中学生以上）、大人の部
◆絵手紙部門…大人の部　　　◆フォト部門…大人の部

募集テーマ 「　こ れ か ら　」

（応募者には、記念品を用意しています。多数のご応募をお待ちしています）
●応募資格　町内在住・在勤の方
●応募方法　�川柳、絵手紙部門…�応募作品（様式は問いません）に、題名・応募者氏名・住所・年齢（学年）・電話

番号を明記して、協働推進課宛に応募してください。
　　　　　　フ ォ ト 部 門…�撮影した写真をＡ４までの用紙にプリントするか、データを返還不要のＣ

Ｄ・ＤＶＤに記録し、題名・応募者氏名・住所・年齢・電話番号を明記し
た用紙を添えて協働推進課宛に応募してください。

●申込締切　平成24年９月28日（金）　当日消印有効
●申 込 先　協働推進課　地域振興班　☎０８６６－５４－１３０１
　　　　　　〒716－1192　吉備中央町豊野１－２
●そ の 他　優秀作品は、町の広報紙とホームページに掲載し、表彰式を行う予定です。
　　　　　　応募作品の版権および使用権は主催者に帰属し、原則として返却いたしません。
●昨年度の大賞作品紹介
　【絵手紙部門】 【川柳部門】

　　友達と　きずなふかめる　「ありがとう」…小学生の部
　　「ありがとう」　家に響いて　咲く笑顔…学生の部
　　過疎の村　知恵と協力　絆から…大人の部

調査ご
協力のお願い 男女共同参画に関するアンケート調査

　吉備中央町では男性も女性もお互いの人権を尊重し責任を分かち合い、その個性と能力が発揮できる
「男女共同参画社会」の実現のため、吉備中央町男女共同参画基本計画を策定しております。
　この度、第１次計画の期間満了に伴い、第２次計画を策定するにあたり、町民皆さまの男女共同参画
に対するお考えやご意見を、下記のアンケート調査によりお伺いします。
　この調査にはお名前を書いていただく必要はなく、回答の内容は本調査の目的以外に利用することは
ありません。
　つきましては、アンケートがお手元に届いた場合には、調査の趣旨をご理解のうえ、期限までに提出
いただきますよう、ご協力をよろしくお願い申し上げます。

記
１．調査対象となる方　無作為に選ばれた、町内に住所を有する20代から70代までの男女1,500人
２．送付、返送方法　�対象の方に、アンケート用紙と返送用封筒を送付しておりますので、回答後、

返送用封筒により協働推進課へご返送ください。
３．回　答　期　限　平成24年８月15日（水）

【お問い合わせ先】協働推進課　地域振興班　☎0866－54－1301

　今までは、どちらかの性の領分とされてきた仕事やスポーツ等にチャレンジする男性や女性、また、
男女がパートナーとして家事・育児・介護分担等に取り組んでいる様子などを作品にしてください。

【お問い合わせ先】協働推進課　地域振興班
　　　　　　　　　☎0866－54－1301

活生 利帳便 #16

ご存じですか？国民年金付加年金制度
　国民年金の一般保険料に加えて付加保険料（月々400円）を納めると、老齢基礎年金に付加年金が上
乗せされます。
　付加年金の年金額は、200円×付加年金保険料納付月数となります。

　例えば、付加年金の保険料を10年間（120月）支払うと…
支払額は、　　400円×120月＝48,000円
付加年金額は、200円×120月＝24,000円

この24,000円が毎年の年金額にプラスされます。

付加年金制度の留意点

○国民年金基金に加入されている方はこの制度を利用できません。
○付加保険料は当該月の翌月末（納期限）までに必ず納めてください。
　�付加保険料を翌月末（納期限）までに納められなかった場合、当該月から付加保険料を納めること

ができなくなります。
　再度、付加保険料の納付を希望される場合は、あらためて申し出が必要となります。

【お申し込み・お問い合わせ先】　　住民課　戸籍住民班　☎0866－54－1316
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津
賀
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
８
０
７

◎�

夏
休
み
天
文
教
室

�

～
夏
の
星
座
＆
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
～

　

■
日
時
／
８
月
11
日
㈯

　
　
　
　
　

20
時
～
21
時
30
分

　

■
場
所
／�

ア
ス
ト
ロ
コ
テ
ー
ジ
・
ガ
リ
レ

オ（
旧
ス
ト
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
内
）

　

■
持
参
品
／�

懐
中
電
灯
、
シ
ー
ト
（
寝
転

が
っ
て
観
察
す
る
た
め
）

◇�

家
族
な
ど
で
グ
ル
ー
プ
観
察
（
３
～
４
人

で
流
れ
星
を
観
察
し
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

に
記
録
す
る
）
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
午

後
６
時
に
津
賀
公
民
館
に
集
合
し
て
く
だ

さ
い
。（
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
使
え
る

か
も
! ?
）

　

■
申
込
締
切
／�

グ
ル
ー
プ
観
察
希
望
の
方

は
８
月
８
日
㈬
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎�

夏
休
み
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　

～
カ
ラ
ー
サ
ン
ド
で
観
葉
植
物
を
う
え
よ
う
～

　

夏
に
最
適
、
涼
し
げ
な
グ
ラ
ス
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
を
楽
し
も
う
！

　

■
日
時
／
８
月
22
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

　

■
受
講
料�

（
材
料
代
）／
１
，０
０
０
円（
大

人
・
中
学
生
以
上
）、
５
０
０

円
（
小
学
生
）

　

■
申
込
締
切
／
８
月
13
日
㈪

御
北
公
民
館

�

☎
０
８
６
７

－

３
５

－

０
５
５
０
せ
ら
知
お
の
ら
か
館
民
公

お
知
ら
せ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
町以外からのお知らせ

募　

集

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
共
通
試
験
の
実
施
に
つ
い
て

正
規
雇
用
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

平
成
24
年
度
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座

（
倉
敷
）の
受
講
者
募
集
に
つ
い
て

境
界
問
題
合
同
相
談
会

◎
関
西
落
語
大
学
落
語
会

　

■
日
時
／�

８
月
４
日
㈯　

14
時
30
分
～
16

時
30
分
（
14
時
開
場
）

　

■
場
所
／
長
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

■
入
場
料
／
無
料

　

■
内
容
／

　
　
　
「
つ
る
」…
…
…
…
…
花
の
家
え
り
も

　
　
　
「
雨
乞
い
源
兵
衛
」…
千
里
家
萬
念

　
　
　
「
禁
酒
関
所
」…
…
…
関
大
亭
ゴ
ン
グ

　
　
　

中
入
り

　
　
　

大
喜
利

　
　
　
「
八
五
郎
坊
主
」…
…
花
の
家
て
ま
り

　
　
　
「
天
狗
裁
き
」…
…
…
千
里
家
露
九

　

■
申
込
締
切
／�

お
申
し
込
み
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
。

◎
２
０
１
２
映
画
劇
場

　
　
　

～
子
ど
も
ア
ニ
メ
大
会
～

　

■
日
時
／
８
月
23
日
㈭

　
　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

　

■
場
所
／
御
北
公
民
館

　

■
入
場
料
／
無
料

　

■
内
容
／
３
本

　
　
　
　

・
が
ん
ば
れ
ス
イ
ミ
ー

　
　
　
　

・
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
の
冒
険

　
　
　
　

・
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん

　

■
申
込
締
切
／�

お
申
し
込
み
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

共
通
試
験
が
、
岡
山
県
下
水
道
協
会
に
よ
り

次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

　

試
験
の
実
施
日
に
お
い
て
、
年
齢
が
満
20

歳
以
上
の
方
で
、
一
定
の
実
務
経
験
も
し
く

は
高
校
指
定
学
科
卒
等
に
該
当
す
る
方
で
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
試
験
日
時
】

　

平
成
24
年
11
月
11
日
㈰　

９
時
45
分
か
ら

【
試
験
会
場
】

　

岡
山
会
場
、
津
山
会
場
の
２
カ
所
で
実
施

し
ま
す
。

【
受
験
講
習
会
】

　

次
の
２
会
場
で
実
施
し
ま
す
。

　

岡
山
会
場　

�
平
成
24
年
10
月
17
日
㈬

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
10
月
18
日
㈭

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

　

津
山
会
場　

平
成
24
年
10
月
25
日
㈭

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
10
月
26
日
㈮

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

【
受
付
期
間
】

　

平
成
24
年
９
月
３
日
㈪
～
９
月
14
日
㈮

　
（
土
曜
日
、日
曜
日
を
除
く
開
庁
時
間
内
）

【
そ
の
他
】

　

平
成
25
年
度
は
試
験
を
実
施
し
ま
せ
ん
。

　
（
次
回
試
験
実
施
は
平
成
26
年
11
月
の
予

定
で
す
）

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

吉
備
中
央
町　

水
道
課
下
水
道
班
ま
で
。

　

８
月
６
日
㈪
か
ら
申
込
書
、
受
験
案
内
を

同
課
で
お
渡
し
し
ま
す
。

　

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

７
１
３
４

　

社
会
福
祉
法
人
吉
備
の
里
で
は
、
平
成
25

年
４
月
１
日
付
け
採
用
の
正
規
雇
用
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

採
用
職
種
／
福
祉
職
支
援
員

職�

務
内
容
／
施
設
や
事
業
所
を
利
用
す
る
身

体
障
害
者
及
び
知
的
障
害
者
の
方
に
対

し
、
生
活
・
作
業
等
の
支
援
を
行
う
仕
事

で
す
。

募
集
人
員
／
２
名

雇
用
形
態
／�

正
規

　
　
　
　
　
（
雇
用
期
間
の
定
め
な
し
）

勤
務
時
間
／�

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
　
　
　
（
変
則
勤
務
有
り
）

休�

日
等
／
週
休
２
日
制
、
慶
弔
休
暇
、
夏
期

休
暇
、
育
児
・
介
護
休
暇
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

休
暇
他

応�

募
資
格
／
四
年
制
大
学
、
大
学
院
、
短
期

大
学
、
専
修
学
校
等
を
平
成
22
年
３
月
以

降
に
卒
業
し
た
方
又
は
平
成
25
年
３
月
31

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

応�

募
方
法
／
吉
備
の
里
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kibinosato.or.jp

）
か
ら

「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
」を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
法
人
事

務
局
ま
で
メ
ー
ル
で
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

提�

出
書
類
／
卒
業
証
明
書
又
は
卒
業
見
込
証

明
書
、
成
績
証
明
書
、
資
格
を
証
す
る
書

類
の
写
し
又
は
資
格
取
得
見
込
証
明
書
、

健
康
診
断
書
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
（
履

歴
書
）

応�

募
、
書
類
提
出
期
限
／
平
成
24
年
10
月
５

日
㈮
（
消
印
有
効
）

採
用
試
験
／�

平
成
24
年
10
月
20
日
㈯

　
　
　
　
　

教
養
試
験
、
作
文
、
面
接
他

◆
お
問
い
合
わ
せ
及
び
書
類
提
出
先

　

〒
７
０
９

－

２
３
４
４

　

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
上
野
２
３
２
０

－
10

　

�

社
会
福
祉
法
人　

吉
備
の
里

　

法
人
事
務
局
（
総
務
課
：
吉
村
）

　

☎
０
８
６
６

－

５
６

－
８
２
１
６

　

E-m
ail  kibisato@

kibinosato.or.jp

　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
事
業
と
し
て
、
結
婚
・
出
産
・
育
児
・

【
受
講
料
】

　

無
料（
教
材
費
・
検
定
受
験
料
は
実
費
負
担
）

【
募
集
人
数
】

　

15
名
（
選
考
に
よ
り
決
定
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

�

〒
７
０
０

－

０
８
０
７　

岡
山
市
北
区
南

方
２

－

13

－

１　

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
６
Ｆ

　

�

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
０
８
６

－

２
３
５

－

３
３
０
７

相　

談

【
日
時
】
平
成
24
年
８
月
２
日
㈭

　
　
　
　

９
時
～
16
時

【
会
場
】
岡
山
市
北
区
西
古
松
二
丁
目
６

－

18

　

岡
山
地
方
法
務
局
岡
山
西
出
張
所
１
階
会
議
室

【
内
容
】
土
地
の
境
界
に
関
す
る
問
題
に
つ

い
て
、
法
務
局
登
記
官
や
土
地
家
屋
調
査
士

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
予
約
受
付
に
つ
い
て
】

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
お
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

☎
０
８
６

－

２
２
２

－

４
６
０
６

防
衛
省
自
衛
隊
岡
山
地
方
協

力
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

防
衛
省
で
は
、平
成
24
年
度
、看
護
学
生
・

防
衛
大
学
校
・
防
衛
医
科
大
学
校
の
学
生
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

○�

看
護
学
生
（
自
衛
隊
で
の
看
護
師
を
養
成

す
る
コ
ー
ス　

修
学
年
限
３
年
）

　

�

受
験
資
格　

高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
24

歳
未
満

　

受
付
期
間　

�

９
月
３
日
㈪
～
10
月
１
日
㈪

○�

防
衛
大
学
校
（
幹
部
自
衛
官
を
養
成　

修

学
年
限
４
年
）

　

�

受
験
資
格　

高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
21

歳
未
満

　

�

受
付
期
間　

推
薦
・
総
合
選
抜
：
９
月
３

日
～
５
日

　

一
般
（
前
期
）：
９
月
３
日
～
10
月
１
日

　

�

一
般
（
後
期
）：
平
成
25
年
１
月
23
日
～

２
月
１
日

○�

防
衛
医
科
大
学
校
（
自
衛
隊
で
の
医
師
を

養
成　

修
学
年
限
６
年
）

　

�

受
験
資
格　

高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）
21

歳
未
満

　

受
付
期
間　

９
月
３
日
㈪
～
10
月
１
日
㈪

★
試
験
日
★

　

看
護
学
生
：
平
成
24
年
10
月
20
日
㈯

　

防
衛
大
学
校

　
　
　

推
薦
：
９
月
29
㈯
・
30
日
㈰

　
　
　

総
合
選
抜
：
９
月
29
日
㈯

　
　
　

一
般（
前
期
）：
11
月
10
㈯
・
11
日
㈰

　

防
衛
医
科
大
学
校　

10
月
27
㈯
・
28
日
㈰

※�

ご
不
明
な
点
、
ま
た
は
詳
し
い
資
料
等
を
ご
希

望
の
方
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

自
衛
隊
高
梁
地
域
事
務
所

　

☎
０
８
６
６

－

２
２

－

２
３
１
４

　

Ｈ
Ｐ　

�http://w
w
w
.m

od.go.jp/pco/
okayam

a/

介
護
等
で
い
っ
た
ん
仕
事
を
中
断
し
、
再
就

職
を
希
望
す
る
女
性
を
対
象
に
就
業
に
関
す

る
基
礎
知
識
や
エ
ク
セ
ル
３
級
程
度
の
パ
ソ

コ
ン
基
本
操
作
等
を
習
得
す
る
講
座
を
倉
敷

市
で
開
催
し
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま

す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
申
込
受
付
】

　

平
成
24
年
８
月
10
日
㈮
か
ら
８
月
23
日
㈭

ま
で
に
受
講
申
込
書
を
郵
便
で
ウ
ィ
ズ
セ
ン

タ
ー
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

【
受
講
期
間
】

　

平
成
24
年
９
月
11
日
㈫
～
10
月
19
日
㈮

　

期
間
内
の
火
～
金
曜
日
の
22
日
間

　

10
時
～
16
時

【
会　

場
】

　

ウ
ィ
ズ
ア
ッ
プ
く
ら
し
き
（
倉
敷
市
男
女

共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
）

　

倉
敷
市
阿
知
１

－

７

－

１

－

６
０
３

　

天
満
屋
倉
敷
店
６
階

【
内　

容
】

　

�

ア
ビ
リ
テ
ィ
編
：「
働
く
前
に
知
っ
て
お

き
た
い
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
」

　

・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

　

・
労
働
契
約
、
社
会
保
険
、
税
金

　

・
応
募
書
類
の
書
き
方

　

・
面
接
対
策　

・
求
人
の
状
況　

等

　

�

ス
キ
ル
編
：
エ
ク
セ
ル
検
定
３
級
合
格
を

目
指
し
た
パ
ソ
コ
ン
講
習

【
応
募
資
格
】

　

結
婚
・
出
産
・
育
児
・
介
護
等
で
い
っ
た

ん
仕
事
を
中
断
し
再
就
職
を
希
望
す
る
女
性

で
22
日
間
出
席
で
き
る
方
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図書館だより

出会いの扉
とびら

かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

8月

　８月の休館日

６日　　13日　　19日　　20日　　27日

＜一般書＞　�
　40代・漫画家の佐々岡鮎子は、
母校での講演会を頼まれたこと
がきっかけで、高校時代の青春
を過ごした岡山を30年ぶりに訪
れる。そこでかつての親友、武
美との再会を果たし、ふたりの
心に懐かしい思い出がよみがえ
る…。岡山のご当地ネタもたっ
ぷりで楽しめます。
� （かもがわ図書館）

＜絵　本＞　�
　ぼくは、おばあちゃんの家
でくらすことになった。とて
もふるくてしずかなおばあ
ちゃんちの、たかいてんじょ
うのくらがりがなんだか気に
なる。なんどもなんどもみあ
げていたら…そこにいたもの
は？夏の暑さもふきとぶこわ
～い絵本をどうぞ。
�（ロマン高原かよう図書館）

『でーれーガールズ』
原田マハ／著　祥伝社

『いるのいないの』
京極夏彦／作　町田尚子／絵

岩崎書店

★おいでおいで（乳幼児対象）
　　　　　　　　　毎月第２・第４木曜日
 ９日（木）午前10時30分～45分　
　　　　　 かもがわ図書館
23日（木）午前10時30分～45分　
　　　　 　ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）
　　　　　　　　　毎月第３土曜日
18日（土）午後２時～午後２時40分
　　　 　　ロマン高原かよう図書館

《おはなしのへや》

読みた～い本

おはなしやさんに
よる見

せ語りと、かんたんな
工作です。

＜新着図書紹介＞� 館名の「か」は、かもがわ図書館　「ロ」は、ロマン高原かよう図書館です。

絵　　　本 著者・出版社 館 実　用　書 著者・出版社 館
おかあちゃんがつくったる 長谷川義史／講談社 か 橋をかける 美智子／文藝春秋 か

ももんちゃんぎゅっ！ とよたかずひこ／童心社 か 蒼山日菜のレース切り絵 蒼山日菜／講談社 か

ちびすけどっこい ましませつこ／こぐま社 ロ 向井 理、ビストロ修行 向井　理／講談社 ロ

ええところ くすのきしげのり／学研教育出版 ロ 紅茶スパイ サラ・ローズ／原書房 ロ

児童書 著者・出版社 館 文学・小説 著者・出版社 館
パンサーカメレオン ジョイ ･カウリー／ほるぷ出版 か 返信Re. 野島伸司／小学館 か

新妖界ナビ・ルナ①～⑥ 池田美代子／講談社 か 鍵のかかった部屋 貴志祐介／角川書店 か

やさしい紙ヒコーキ いいじまみのる／いかだ社 ロ ペトロ 今野　敏／中央公論社 ロ

ぼくら花中探偵クラブ 田島みるく／ PHP研究所 ロ 三匹のおっさん　ふたたび 有川　浩／文藝春秋 ロ

８月

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
23
年
度
）

今
回
は
優
良
賞
に
輝
き
ま
し
た
、
荒あ
ら

木き

　
桃も
も

湖こ

さ
ん
の
「
私
は
　
お
う
え
ん
団
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「私は　おうえん団」
円城小学校　５年

荒
あら

木
き

　桃
もも

湖
こ
さん

　

私
の
父
さ
ん
と
母
さ
ん
は
、
ピ
オ
ー
ネ
を
作
っ
て
い

ま
す
。
ピ
オ
ー
ネ
を
作
り
た
い
と
い
う
父
さ
ん
の
ゆ
め

を
か
な
え
る
た
め
に
、
私
が
三
才
の
時
に
大
阪
か
ら
お

か
山
に
ひ
っ
こ
し
て
き
た
の
で
す
。

　

来
た
ば
か
り
の
こ
ろ
は
、初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
、

畑
を
か
り
た
り
、
道
具
を
そ
ろ
え
た
り
、
ピ
オ
ー
ネ
の

育
て
方
の
勉
強
を
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
話
を
聞

い
た
り
・
・
、
す
ご
く
大
へ
ん
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
こ
ろ
、
私
は
ま
だ
小
さ
か
っ
た
の
で
、
よ
う
ち

園
の
な
い
時
は
い
つ
も
畑
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
五
反

も
あ
る
広
い
ぶ
ど
う
畑
を
走
っ
た
り
、
た
ん
ぽ
ぽ
を
つ

ん
だ
り
・
・
。
そ
の
そ
ば
で
、
い
つ
も
二
人
は
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

ぶ
ど
う
作
り
に
は
、い
ろ
い
ろ
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

ぶ
ど
う
だ
な
に
ビ
ニ
ー
ル
を
は
る
と
き
は
、
強
い
風
が

ふ
く
と
ビ
ニ
ー
ル
が
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
風
が

ふ
い
て
い
る
と
き
は
じ
っ
と
待
っ
て
、
や
ん
だ
ら
仕
事

を
す
る
と
い
う
の
を
く
り
返
し
ま
す
。

　

ジ
ベ
レ
リ
ン
と
い
う
、
ぶ
ど
う
を
種
な
し
に
す
る
作

業
の
時
は
、
ぶ
ど
う
の
赤
ち
ゃ
ん
を
、
大
き
な
コ
ッ
プ

に
入
っ
た
え
き
体
に
一
つ
ず
つ
つ
け
て
い
き
ま
す
。
お

も
し
ろ
そ
う
だ
け
ど
、
ぶ
ど
う
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で

何
日
も
か
か
り
ま
す
。

　

他
に
も
、
え
だ
を
ホ
ッ
チ
キ
ス
で
と
め
た
り
、
は
さ

み
で
ぶ
ど
う
の
つ
ぶ
を
切
っ
た
り
、
ふ
く
ろ
か
け
を
し

た
り
、
次
か
ら
次
へ
と
仕
事
は
あ
り
ま
す
。
見
て
い
る

と
、
い
つ
終
わ
る
の
だ
ろ
う
と
心
配
に
な
り
ま
す
。

　

今
は
、
た
ま
に
し
か
畑
に
い
か
な
い
け
ど
、
し
ゅ
う

か
く
の
時
は
私
も
手
伝
い
ま
す
。
ふ
く
ろ
か
ら
ピ
オ
ー

ネ
を
出
し
て
、
い
た
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
を
確

か
め
て
重
さ
を
は
か
り
、
ふ
く
ろ
や
箱
に
つ
め
て
い
き

ま
す
。

　

一
日
に
三
百
か
ら
四
百
ふ
さ
は
し
ゅ
う
か
く
す
る
の

で
、父
さ
ん
は
、朝
五
時
半
ご
ろ
か
ら
畑
に
行
き
ま
す
。

朝
つ
ゆ
に
ぬ
れ
た
ピ
オ
ー
ネ
を
、
か
わ
か
し
て
つ
く
え

の
上
に
な
ら
べ
て
い
く
と
、
一
面
ピ
オ
ー
ネ
で
す
ご
く

き
れ
い
で
す
。

　

箱
づ
め
や
発
送
が
終
わ
る
と
、
夜
に
な
っ
て
い
る
こ

と
も
多
い
で
す
。
父
さ
ん
も
母
さ
ん
も
一
日
立
ち
っ
ぱ

な
し
で
、
へ
と
へ
と
の
よ
う
で
し
た
。

　

で
も
、
み
ん
な
で
食
べ
る
ば
ん
ご
は
ん
の
時
は
、
そ

の
日
の
ピ
オ
ー
ネ
の
こ
と
や
、
お
客
さ
ん
の
こ
と
で
も

り
上
が
っ
て
楽
し
そ
う
な
二
人
で
す
。
父
さ
ん
は
、

「
自
分
が
作
っ
た
ピ
オ
ー
ネ
を
お
い
し
い
と
い
っ
て
く

れ
る
の
が
、
一
番
う
れ
し
い
。
お
い
し
い
か
ら
他
の
人

に
も
送
っ
て
く
れ
て
、そ
の
人
が
ま
た
他
の
人
に
送
る
。

本
当
に
う
れ
し
い
な
。」

と
、
え
顔
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
ん
な
父
さ
ん
の
理
想
の

ピ
オ
ー
ネ
は
、つ
ぶ
が
大
き
く
て
ふ
さ
の
形
が
よ
く
て
、

ま
っ
黒
で
あ
ま
い
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

つ
ゆ
か
ら
夏
は
暑
す
ぎ
て
、
だ
っ
水
し
ょ
う
じ
ょ
う

に
な
り
か
け
て
足
が
つ
っ
た
り
、
ア
ブ
や
ブ
ト
に
さ
さ

れ
た
り
、
日
焼
け
が
ひ
ど
く
て
い
た
か
っ
た
り
と
、
大

へ
ん
な
父
さ
ん
。

　

朝
早
く
か
ら
日
が
く
れ
る
ま
で
畑
で
が
ん
ば
り
、
夜

は
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
ぶ
ど
う
の
勉
強
を
し
て

い
る
父
さ
ん
。
本
当
に
ぶ
ど
う
や
ピ
オ
ー
ネ
が
大
好
き

な
ん
だ
な
ぁ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
そ
ん
な
父
さ
ん
の
一
番
の
お
う
え
ん
団
で
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

が
ん
ば
れ
、
父
さ
ん
。

－図書のインターネット予約受付を開始しています－

●日時：８月10日（金）午後７時から
●場所：かもがわ図書館
　♪おうちで一緒に寝たり遊んだりしている、なかよしのぬいぐるみ。
大好きなぬいぐるみが、図書館でお泊りします。夜の図書館でぬいぐる
みたちは、なにをするんだろう？

●日時：8月12日（日）午後2時から
●場所：ロマン高原かよう図書館
　♪お友達やおうちの人とご一緒にどうぞ！

＊ぬいぐるみお泊り会＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊映画会【山古志村のマリと３匹の子犬】 地震で閉じ込められたマリと３匹の子犬の物語。　

★夏休み・・図書館においでよ★
楽しいイベントがぞくぞくと……

チ
ラ
シ
は
、
図
書
館
、

公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

ぬいぐるみが
本と仲良しに!?



ご寄附に感謝します　育英資金（敬省略）

おめ

でとう満1歳

津
島　

愛
花
ち
ゃ
ん
（
福
沢
）

つ  

し
ま　
　

 

あ
い 

か

我が家のやんちゃ娘
みんなに笑顔をありがとう
スクスク大きくなってね♡

平成23年8月2日生まれ

池
本　

百
花
ち
ゃ
ん
（
円
城
）

い
け
も
と　
　

 

き　

な

平成23年8月12日生まれ

いっぱい遊んで
すくすく元気に育ってね♡

竹
竝
ひ
な
た
ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

た
け
な
み

元気で、
優しい女の子になってね！

平成23年8月18日生まれ

中
村　

壮
志
ち
ゃ
ん
（
円
城
）

な
か
む
ら　
　

 

そ
う 

し

平成23年8月21日生まれ

お姉ちゃんと仲良く、
元気に大きくなってね！

日
名　

夏
萌
ち
ゃ
ん
（
美
原
）

 

ひ    

な　
　

 

な
つ 

め

平成23年8月22日生まれ

いつもニコニコ笑顔の
なつめちゃん、
やさしい女の子になってね

大
森
妃
奈
乃
ち
ゃ
ん
（
西
）

 

お
お
も
り  

ひ   

な   

の

平成23年8月27日生まれ

かわいくて、元気な子に
育ってね！！！
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　６月10日、ロマン高原かよう総合会館で、第２回おとなの朗読会（図
書館主催）が開催されました。
　朗読グループ「言の葉二人会」（沖

おき
田
た
喜
き
一
いち
、中
なか
山
やま
美
み
保
ほ
）と「花音」（伊

い

島
しま
久
く
美
み
、駿
する
河
が
和
かず
恵
え
、船
ふな
曳
びき
いちみ）による日本の名作「羅生門」「山椒大夫」

の朗読に感嘆の声が上がりました。
　図書館では好評につき、次回第３回を来年春に開催予定。「素晴らし
い内容なので、もっと多くの方に参加いただき、朗読の良さを味わって
いただきたい」とのことです。
〈参加者の感想〉
　「羅生門」………“おばあさんの声に引き込まれ、迫力があり、のめりこんでしまった”
　「山椒大夫」……“言葉が出ないくらい感動し、涙するほど感激した”

第２回　おとなの朗読会「浪漫名作劇場」
～こころに響いた !! 日本の名作～

《
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
》 

宮
脇　
和
惠
選
（
投
句
者
185
名
）

「
佳
作
」

　
　
　
オ
ア
シ
ス
は
暑
い
砂
漠
の
宝
物 

草
地
　
海
杜

　
　
　
サ
ン
ダ
ル
を
片
手
に
砂
浜
夏
の
色 

森
山
ほ
の
か

　
　
　
甲
子
園
涙
の
つ
ま
っ
た
砂
ぶ
く
ろ 

大
倉
　
海
斗

　
　
　
砂
漠
で
は
水
一
滴
が
命
綱 

草
地
　
貴
弥

　
　
　
砂
の
中
光
る
個
性
を
見
つ
け
た
い 

早
川
　
直
希

「
三
光
」

　
人
　
地
引
き
網
み
ん
な
で
か
け
声
砂
の
上 

小
川
　
高
輝

　
地
　
砂
漠
化
は
地
球
が
あ
ら
わ
す
危
機
表
示 

山
口
　
景
大

　
天
　
海
が
め
の
卵
を
育
て
る
母
の
砂 

小
谷
　
友
香

《
一
般
の
部
》 

生
駒　
聖
天
選
（
投
句
者
30
名
）

「
佳
吟
」

　
　
　
砂
遊
び
別
れ
を
告
げ
た
茜
空 

行
森
　
定
女

　
　
　
砂
の
山
登
る
覚
悟
で
決
め
た
道 

平
井
　
綾
子

　
　
　
砂
風
呂
へ
首
を
並
べ
て
い
る
至
福 

中
尾
　
里
恵

　
　
　
東
京
砂
漠
故
郷
へ
錦
の
夢
に
燃
え 

河
田
　
和
枝

　
　
　
嬉
し
さ
は
素
足
で
砂
を
踏
ん
だ
試
歩 

木
内
　
と
み

「
三
光
」

　
人
　
愛
憎
の
狭
間
で
崩
れ
た
砂
の
城 

宮
脇
　
和
惠

　
地
　
砂
に
書
く
平
和
だ
れ
か
が
さ
が
し
て
る 

田
中
　
睦
子

　
天
　
許
せ
た
ら
砂
漠
に
水
が
湧
い
て
く
る 

黒
瀬
　
嘉
子

＊８月の課題は「空」、９月の課題は「夜」です。
　投句の方法… はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　　　　　　　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　　　　　　　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆あらくさ短歌会へのご参加をお待ちしています。
　 毎月第３木曜日に総合福祉センターへ５首までを
持参。合評・互選などをしています。

放送川柳コーナー
津賀公民館 平成24年６月秀句　題「砂」

町内に
在住在勤の方は
どなたでも
応募できます。

あ
ら
く
さ
短
歌
会 

✿
❀
✿
❀
✿
❀
✿
❀
✿
❀
✿
❀

日
曜
日
朝
の
雑
炊
胃
に
や
さ
し
熱
い
味
噌
汁
腸

は
ら
わ
た

に
沁
む 

土
居
　
於
栄

も
の
言
は
ぬ
花
に
は
あ
れ
ど
一
は
つ
の
も
の
言
ふ
如
く
窓
辺
に
立
て
ば 

河
田
　
和
子

青
き
星
我
が
住
む
星
の
其
の
中
に
憂
う
る
事
の
多
き
を
思
う 

土
居
　
照
代

盤
上
で
は
勝
ち
を
譲
り
て
石
を
置
く
夫
に
こ
や
か
な
り
相
手
は
四
歳 

難
波
　
良
子

義
母
の
字
で
小
さ
な
メ
モ
が
書
い
て
あ
る
着
丈
袖
丈
私
の
寸
法 

河
内
　
晶
子

ア
ス
チ
ル
ベ
赤
白
ピ
ン
ク
咲
き
揃
い
梅
雨
の
朝
に
ほ
ほ
え
み
誘
う 

山
本
　
豊
子

盛
り
上
が
り
山
を
彩
り
華
ば
な
し
栗
の
雄
花
の
何
か
空
し
く 

山
﨑
し
げ
る

雨
を
待
つ
蛙
の
声
に
せ
か
さ
れ
て
草
焼
き
急
ぐ
初
夏
の
夕
暮
れ 

国
只
由
紀
子

ク
ロ
ー
バ
の
群
れ
見
つ
け
れ
ば
何
と
な
く
さ
が
し
て
お
り
ぬ
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ 

中
山
　
文
恵

金一封（香典返し）　 
森伊　　靖〈和田〉

金一封（瑞宝中綬章受章記念）　 
行安　　茂〈岡山市〉

第２回　おとなの朗読会「浪漫名作劇場」
～こころに響いた !! 日本の名作～

　平成20年度から広面地区で進められてきた、ほ場整備事業が昨年度末
に完了しました。
　ほ場整備事業は、ほ場の区画形質の改善、農道、用水路、排水路、暗
渠排水を総合的に実施することで、分散された農地を集団化することに
より農作業がしやすくなりました。
　事業面積は5.4ha、総事業費は９億４千万円でした。４月８日の完成
式には地権者13名が出席し、完成を祝いました。

広面地区のほ場整備事業が完了　広面地区のほ場整備事業が完了　



フォト
トピックス
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今
月
号
の
表
紙

▼
今
月
の
表
紙
は
鳴
滝
森
林
公
園
で

の
ホ
タ
ル
が
舞
う
様
子
で
す
。

　
当
日
は
、
午
後
七
時
ご
ろ
か
ら
撮

影
を
始
め
ま
し
た
が
、
す
で
に
多
く

の
カ
メ
ラ
マ
ン
の
方
々
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
は
、
連
日
現
地
に
通
わ
れ

て
、
ホ
タ
ル
の
撮
影
を
行
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
慣
れ
な
い
夜
間
撮
影
に
四
苦
八
苦

し
な
が
ら
も
、
華
麗
に
舞
う
美
し
い

ホ
タ
ル
を
撮
影
で
き
た
こ
と
に
感
激

し
た
一
日
で
し
た
。�

石
井

【
編
集
後
記
】

▼
今
月
号
で
は
、
介
護
保
険
制
度
を

テ
ー
マ
に
特
集
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
私
も
家
族
な
ど
周
り
の
大
切
な
人
は

い
つ
ま
で
も
元
気
で
あ
る
と
安
易
に
考

え
、
介
護
に
無
関
心
で
し
た
。
今
年
の

春
、
私
の
身
近
な
人
が
突
然
ケ
ガ
を

し
、
手
す
り
の
設
置
な
ど
住
宅
改
修
が

必
要
に
な
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
時
、
何
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

ま
っ
た
く
わ
か
ら
ず
、
介
護
保
険
制
度

に
対
し
て
知
識
が
な
い
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
、
実
感
し
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
制
度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
複
雑
多
岐
に
わ
た

る
た
め
、
広
報
紙
で
は
ほ
ん
の
一
部
し

か
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
回
の
特
集

で
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
制
度
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�

難
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　「ナンジャモンジャ」？
　別名「ナンジャモンジャ」と呼ばれるヒトツバタゴが、５月下旬に下土井の
広土地内で見ごろを迎えました。
　ヒトツバタゴは、モクセイ科の落葉高木で、４片に細長く切れ込んだ純白の
花を樹冠いっぱいにつけます。国内では東海地方の木曽川流域と長崎県対馬の
限られた地域にしか自生していない希少な植物であり、絶滅危惧 II 類（絶滅
の危険が増大している種）にも指定されています。

　近所に住まれている片
かた
山
やま
光
みつ
男
お
さん（下土井）は「近所の

方が植えられたもので、20年以上前からこの時期に咲いて
いる。映えて見えるので、皆さんに見てほしい」と話され
ました。
　見ごろは５月中旬から下旬。一瞬雪が積もったと見間違
えるほどきれいに咲くので、来年ぜひご覧ください。

　しじみを採ったぞー！
　５月29日、豊岡川愛護会（会長　黒

くろ
田
だ
重
しげ
德
のり
さん）が、御北幼稚園周辺の

豊岡川に町内の幼稚園児を招いて、しじみ採りを行いました。
　地元住民８名で構成される豊岡川愛護会は、河川の草刈りなど豊岡川の
環境保全に取り組まれており、子どもたちに川遊びを楽しんでもらおうと、
毎年しじみ採りを行っています。
　当日は、４幼稚園の年長児39名が参加。はじめに通り雨で中断するハプ
ニングもありましたが、晴れ間がのぞく
と、園児たちはいっせいに川に入り、水面
をのぞき込んでは、しじみを採っていまし
た。
　最近では、川遊びをする風景をほとんど
見ることがなくなっており、園児たちに
とって貴重な体験となっていました。

　吉備の里ふるさとまつり
　設立30周年を迎えた社会福祉法人吉備の里（上野）主催による「吉備の里ふるさとまつり」が６月３日、施
設内で開催されました。
　このイベントは、地域の団体・事業所、吉備高原学園高等学校をはじめ川崎医療福祉大学など学生ボランティ
アの協力により開催されており、オープニングでは、吉備高原小学校高学年児童の鼓笛隊演奏でにぎやかにスター
トしました。会場内では、チアリーディングショーや長縄跳び大会、宮坂流銭太鼓傘踊りなどが行われ、来場者
を楽しませていました。
　その他にも竹筒を使った竹パンづくりなどの体験コーナーや模擬店・バザーの出店が多数あり、同法人の利用
者とその家族、地域の方々が交流を深める良い機会となっていました。




